






































































1 1．73 ］1 1．01
2 2．31 12 0．62
3 0．93 13 0．48
4 1．31 14 0．59
5 L42 ］5 0．65
6 1．10 五6 σ55
7 1．23 17 0．56
8 0．76 ］8 0．65
9 1．05 19 0．76
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コナラ林の林分構造およびY－N曲線等について （43）
と正規型に近い分布を示すようになるとみることができる。
　しかし，この傾向は本演習林内に生育するコナラ林の一般的傾向かどうかについてはさらに調査検
討してみる必要がある。
　次に幹材積の分布について調べた結果はFig．2－（1）～（2）のようであった。
　幹材積の場合はいずれも漸減型を示すが，平均樹高の高い林分になると漸滅の度合が小さくなり，
ゆるやかな漸減型を示すようになる。
　こうしたことは天然生広葉樹林では一般的にみられる傾向である。
　立木の密度は森林の物質生産機構に深いかかわりをもっている。
　林業を経営する場合，その経営目的を達成するために最も効率のよい立木密度を知ることは重要な
ことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　い　人工林においては林分密度管理図　が作成され聞伐の指針等に供されている。
　天然林の場合はどの大きさ以上を対象とするかによって立木本数が変ってくるため人工林の場合と
異なる面をもっている。
　Hozumi　et　al．3）は幹，枝，葉等の全地上部の重鐙を大きい順に並べて積算することにより立木密
度との間に一つの法則性を見出している。
　菊沢4～7）はこうした考え方をもとにして天然生広樹林の収量一密度区1の作成を行っている。
　コナラ林において密度管理図を作成することを目的として，まず，Y…N曲線，等平均直径線等が
コナラ林に適合するか否かにっいて調べた。
　Y－N曲線については林分ごとに胸高直径をベースにして大きい幹材積をもっものから順に積算し，
その鱒材積（Y）と桓躰数（N）との関髄逆戦（冷％＋A）で示し墳鋤積はY－
』1㍗（1）・）・蹴数はN撰セ・・）・W⌒・M一㌔，㌃ANΨ・《・轍す・も
のとした。
　コナラ林でY－N曲線を調べたが，その主なものを示すとFig．3のようで，比較的よく適合して
いることがみとめられる。
　しかし，他の林分のY－N曲線の中には上記曲線と交差するものが一部みとめられることから実際
に収量密度管理図を作成する場合，これを修正して交差しないようにする必要がある。
　天然林では測定限界のとり方によって立木本数が変ってくるため最多密度線は本質的意味をもたな
いとされている。しかし，収量密度管理図｛乍成上必要であるので本報告では胸高直径の測定限界を4
㎝とした場合の最多密度線をもとめてみた。
　その結果はF輌g．4の如くで，各点の最も外側に接するよう勾配一一〇．5の直線を引き，これをとりあ
えず最多密度線とした。
　次に各林分のY－・N曲線上で等しい平均1藪径点を結んだものを等平均直径線とし，10㎝から30㎝
の範囲のものを調べた。
w鰹（Dg）は綱馴而積木の醗とし・・㌻（耀置活して計算・た・
　その結果の一部を示すとFig．5の如くであった。
　各平均直径点は1．oに近い勾配をもって直線的に並ぶことがみとめられる。
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Fig．3　Examples　of　Y－N　curves　of　natural　Konara
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　等平均直径線は理論的には1．0の勾配を
もっ直線とみられることから，本コナラ林
の場合も各平均直径点に沿ってLOの勾配
をもつ直線を平行に引き，これを等平均臓
径線とした。
　次にある直径以上のものを対象とする場
合，その直径を限界直径とし，各林分のY
－N曲線上で等しい限界直径点を結んだも
のを等限界直径線とした。本コナラ林にお
いて等限界直径点を調べた結果はFig、6～
7の如くであった。
　等限界直径点は等平均直径点にくらべて
バラッキが大きいが，しかし，ある傾きを
コナラ林の林分構造およびY－N曲線等について （45）
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Fig．5　Examples・f　equivalent　mean　dialneter　curves
もって並ぶことがみと
められる。
　等限界直径線ははじ
め右上方向にすすんで
いくが，やがて左上方
向に転じて双曲線に類
似した曲線をとるとさ
れている4）。
　しカ〉し，本コナラ林
の場合右上方向へすす
んでいくことはみとめ
られても左上方向へ転
ずるまでいたっていな
いo
　これは本コナラ林の
場合まだ活発な自然間
引きがおこっていない
ことに原因しているも
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　　　　　　　　　Fig．7　E・・mples・f　eq・i・alent　b…dary　diam・te・cu・ves－（2）
　　　　　　　　　　　　Dotted　lines　indicate　equivalent　mean　diameter　curves．
のとみられ，今後さらに多くの林分を調査し，この点を明らかにしていきたい。
　以上のようにコナラ林において等限界直径線の適合は必ずしも充分でなかったが，Y－N曲線，等
平均1頁径線にっいては比較的よく適合することからみて，これらを利用し収量密度管理図を作成する
ことは充分可能とみられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　　　　旨
　蒜山演習林に生育するコナラ林において，その林分構造およびY…N曲線等の適合について調べた。
　胸高直径の分布は平均樹高の低い林分では漸減型を示すが，平均樹高の高い林分になるにつれて左
偏型になり，さらには〔E規型に近い分布を示すようになる。
　幹材積の分布はいずれも漸減型を示すが，平均樹高の高い林分になるとゆるやかな漸減型を示すよ
うになる。
　幹材積についてのY－N曲線，等平均直径線等は比較的よく適合する。
コナラ林の林分構造およびY－N曲線等について （47）
　これらのことから本コナラ林においてY－N曲線等を利用した収量密度管理図の作成が可能と考え
る。
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